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研究成果の概要（和文）： 

 フランスにおける、「文学」と「歴史」という二つの隣接ジャンルの美学的、認識論的境界の

推移と、具体的文学作品での歴史認識の表出を、17 世紀から 20 世紀までのいくつかの特徴的

局面に注目して検証した。2011 年 11 月には国内外から文学と歴史の専門化を招いて日仏国際

シンポジウム「フィクションはどのように歴史を作るかー借用・交換・交差」を京都日仏学館

で開催した。その内容を来年度を目途にフランスで出版するべく準備を進めている。 

 

 
研究成果の概要（英文）： 

 We examined the evolutions of the esthetic and ethic boundaries of the contiguous 

domains of history and the literature in France and their representations in literary texts, 

focusing on characteristic cases from 17th to 20th centuries. Some parts of our studies were 

made public on the international symposium “How the fiction make history: borrowing, 

exchange, crossing” held on November 2011 in Kyoto, inviting researchers specialized in 

French literature and history to have more discussions on the issue. We are preparing to 

publish the proceedings in France hopefully in 2014. 
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１．研究開始当初の背景 

物語(histoire)と歴史(Histoire)とは、語源

の同一性が示すように、「物語る」という同

一の行為にその起源をおいている。「物語る」

行為は、小説の分野においては信憑性をめぐ

る問題を中心とするフィクション論、ジャン

ル論と密接に結びついているし、歴史の分野

においては、歴史記述は客観的な事実の叙述

たりうるのか否かという、ポール・ヴェーヌ、

ヘイドン・ホワイトやアーサー・ダントによ

って提起された歴史哲学の最重要課題と直

結する。「語り」の行為は事実をもとにして

いようと、架空の出来事を扱っていようと、

人為的な編成作用、構造化であることを免れ

ないのであり、その意味で「世界制作」（ネ

ルソン・グッドマン）なのである。 

実際フランス文学においては 19 世紀初頭

まで歴史叙述は文学の一分野と見なされ、作

家が歴史書を著し、歴史家の著作がその文学

性を評価されることが珍しくなかった。 

｢物語論｣については哲学の分野ではポー

ル・リクールの『時間と物語』(1983－85)が

最も重要な原理的研究であるが、テクスト分

析や歴史的コンテクストの問題は扱われて

いないため具体的作品が射程に入っていな

い。 

他方文学批評の領域では、ジェラール・ジ

ュネットが創始したナラトロジー（『フィギ

ュールⅢ』1972）が本格的なテクスト分析に

道を開いたが、テクスト中心主義の「いかに

語られるか」という形式に重点をおいた批評

であろうとするあまりに、「何が語られるか」

「なぜそれが語られるか」という作品の意味、

ひいては作品の文学性そのものを等閑視し

たことは否めない。 

 以上のように、学術領域やジャンルに共

通する｢物語｣の実践を具体的に分析し、そ

の普遍的な有効性を明らかにした研究は本

格的には行われていなかった。 

 

 

２．研究の目的 

本研究は歴史と文学の物語性の問題を、研

究分担者のそれぞれの専門領域のテクスト

について歴史・社会的状況のもとでとらえな

おすことで、フランスにおける歴史学と文学

との成立と相互関係というマクロな視点と、

その中での個々の文学作品の生成というミ

クロで具体的な現象から再検討する。具体的

には 

(1) 文学と歴史という隣接する二つの学問領

域の分化・成立過程を文学史の中で位置

づけ 

(2) 文学テクストのフィクション性とは何か

という問題と歴史記述はいかにして客観

性を獲得しうるか、という歴史哲学の根

源的な問題を検討する 

ことを念頭に置く。 

 

 

３．研究の方法 

(1)「文学」と「歴史」という二つの隣接

ジャンルの美学的、あるいは認識論的境界の

推移を、17 世紀古典主義時代から 20 世紀ま

でのいくつかの特徴的局面に注目し、哲学的

議論や文学批評、著作家自身の創作論などに

基づいて検証する。 

(2)次に(1)で取り上げた議論に関連する

歴史叙述と文学作品が、どのような物語の方

法を採用しているかをテクストレベルにお

いて分析する。 

最終的に(2)で得られた結果を(1)の理論

的パラダイムにおき戻し、「物語」行為の視

点から歴史と文学の学問的エチックを歴史

的にとらえなおすことで、文学作品の文学性

と歴史テクストの真実性との関連を明らか



にする。 

 
 
４．研究成果 

フランスにおける、「文学」と「歴史」と

いう二つの隣接ジャンルの美学的、認識論的

境界の推移と、具体的文学作品での歴史認識

の表出を、17 世紀から 20 世紀までのいくつ

かの特徴的局面に注目して検証した。  

 17 世紀： 

17 世紀古典主義演劇において古典古代の

｢歴史｣劇がどのように受容され、また新たな

作品に再生されたかを、背景の美学的議論を

整理しながら、特にラシーヌを中心に考察し

た。（担当 永盛） 

 18 世紀： 

（１）フランス啓蒙思想を牽引した哲学者

ディドロや歴史家ギョーム・ド・レナールの

著作を中心に、｢世界史｣の概念の成立過程を

検証した。（担当 王寺） 

（２）ルソーの｢歴史｣をめぐるレトリック

に注目し、その哲学的意味を明らかにした。

（担当 増田） 

 19 世紀： 

（１）ネルヴァルを中心とした 19 世紀前

半の文学作品や歴史叙述を｢正史｣批判とし

ての｢記憶の歴史｣という観点から分析した。

（担当 辻川慶子（白百合女子大学講師、平

成 23 年より研究分担者） 

（２）世紀初頭のナポレオンをめぐる言説

を手がかりに、イスラムを中心とする第お世

界のイメージの形成と操作のための文体的

戦略を検証した。（担当 杉本） 

（３）19 世紀前半の歴史小説の流行に焦点

を当て、この｢歴史｣と｢文学｣の接近と離反を

もたらした新興ジャンルが、事実の演劇的再

現（ミメシス）の手法に多くを負っていたこ

と、その意味で後の三人称小説を準備したこ

とを明らかにした。（担当 田口） 

 20 世紀： 

（１）ドレフュス事件と第一次世界大戦と

いう歴史的事件がプルーストの代表作『失わ

れた時を求めて』においてどのように表象さ

れているかを検証し、作品の同時代史として

の側面を明らかにした。（担当 吉川） 

（２）フランス社会・思想史の中で、｢物

語｣の概念がどのように利用されたかを、フ

ーコーの社会制度論を中心に検討した。（担

当 多賀） 

 

 以上の研究についての分担者による報

告とメンバーによる討論会を公開で行った

ほか、アントワーヌ・コンパニョンシ氏（コ

レージュ・ド・フランス）やマリ・レカ＝ツ

ィオミス氏（パリ西ナンテール・ラ・デファ

ンス大学）など海外から著名な研究者を招き、

関係が深いテーマについて公開講演会を数

多く開催した。  

 また、平成 23 年 11 月 18-20 日に、「フ

ィクションはどのように歴史を作るか」とい

うタイトルで、研究分担者に加えて国内外か

らフランス文学やフランス史を専門とする

14 名の研究者を招聘して、日仏国際シンポジ

ウムを開催した。国内ではこのテーマで行わ

れた初めての国際シンポであり、連日 40～50

名の専門家の参加を得て、非常に充実した議

論が交わされた。個々の発表の内容をまとめ、

来年度を目標にフランスでの出版に向けて

準備を進めている。 
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